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	・枠からはみ出さないように文字を書くことができる。

・指名されてから発言することができる。
・説明や指示を最後まで聞くことができる。






・読めない文字を読むときは類推して読むことができる。
	・プリントや定期考査用紙はゴシック体１２ポイントに統一する。枠や罫線も１２ポイントの幅に統一する。
・質問をする前に指名する。
・指名されてない時に答えても反応しない。
・説明や指示をする前に、名前を呼んで注目させたり、姿勢を整えさせたりする。
・説明や指示は、可能な限り視覚的に提示し、口頭で説明を加える。
・指示は一度に３つまでにする。それ以上は手順表を提示する。
・音読み、訓読み、類義語などを提示し、間違った読み方でも構わないので「わかりません」と答えさせない。
	・枠からはみ出して書くことが少なくなった。
・自分が指名された場合には、質問を最後まで聞いて答えることができるが、他の幼児が指名された場合には、我慢できず発言してしまうことがあった。
・手順や活動内容を図示することで、集中して話を聞くことができるようになってきた。

	・今後も継続して行う。
・指名されていない時に、発言した場合に、教師が反応しないようにすると、以前より発言回数が減ってきたようである。今後も継続して行う。
・特定の教科では図示しやすいが、日常生活では手順表などを毎回提示することが難しい。自分で手順を考えながらメモをさせ、見通しをもたせる方法をとらせていきたい。
・繰り返し、継続して指導していく。

	
	・グループで協力して行うことができる。
	・用具の使用方法を図で示す。
・実験の手順表を提示する。
・実験用具を準備する前に、グループで役割分担を決めさせる。
	・用具を準備する前に、役割分担を行うと、見通しをもって安心して実験に取り組むことができたようだ。手順表をよく見て行っていた。
	

	
	・自分の位置を覚え、整列することができる。


	・整列場所、整列位置を毎時間固定する。
・整列する場所が変わる場合には、具体的な場所を先に説明したり、マーカーを置いたりする。
	・集合、整列の場所を固定することで、素早く自分の位置に移動することができた。見通しをもって行動することができていた。
	・整列する場所が変わる場合に、先に説明をしても理解できていないことが
ある。

	
	・同性、異性の仲の良い友達との距離を保つ。



・友達に対して優しい話し方ができるようにする。
	・距離を一定に保つことができるように、距離が近すぎたり触れたりしている場合には、腕一本分離れるなど視覚的に提示する。
・名前を呼んでから話し掛けるよう指導する。
・強い言い方や命令口調の場合には、望ましい言い方を簡潔に伝え、言い直しをさせる。
	・特定の友達との距離が近い時に、「腕一本分」と言葉掛けをすると、気付いて、距離を保つことができるようになってきた。
・相手の名前を呼んで話し掛けることにより、相手の目を見て、優しい言葉で話すことができることが増えてきた。教師の目が届かないところでは、まだ不十分であることが多い。
	本年度内で継続・改善
□選択肢を示すことで､気持ちを言葉で伝える場面が増えた。
次年度へ引き継ぎ
□自発的に伝える場面は少なく､引き続き支援が必要であること。
・言葉掛けをしないでも、自分で距離を保つことができるようにしていきたい。不安な時に友達に触れていることが多いようである。見通しを持たせて取り組むことで不安を取り除き、距離を保てるようにすると良いと思われる。
・自分の思うようにならない場合に、友達への言葉遣いが荒くなることがあ
　った。落ち着いてから言い直しをさせると優しい言葉で言えるようである。教師の目がないときにも、望ましい言葉遣いになるようにしていきたい。

	
	・ロッカーの整理整頓ができる。

・身だしなみを整えることができる。
	・ロッカーの上に、正しい整理の仕方を図示する。
・週１回チェックをする。

・身だしなみチェック表を毎朝自分でつけ、提出する。

	・言葉掛けをすると、図を見ながら、きれいに整理できることが増えた。月に１回ほど、自分から整えようと意識しているようだった。
・５月くらいから慣れてきて、自分でチェックしながら毎朝行うことができるようになってきた。
	・自分から定期的に整理しようとする姿は、まだ見られない。週１回のチェックがなくても日頃から行うことができるような手立てを考えていく必要がある。
・現在のチェック表はほぼできているので、様子を見ながら、より細かいチ
ェック表に変更していく。
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